
漁業情報利用開発試験(ウオダス漁海況速報)

十三邦昭・中川賢三・天野勝三・黄金崎栄一

調査目的

漁況、海況に関するリアルタイムの情報を漁業者等に提供する試験を実施し、情報の利用を促進

することにより、漁業生産の安定もしくは拡大を図り、以って本県水産業の経営安定に資する。

実施概要

1 発行間隔

2 情報項目

5日毎(周年)

(1 )海況・①衛星画像②沖合の海況③沿岸定置水温

(2) 漁況・①県内主要12港の魚種別水揚状況②県外漁況③スルメイ

カ、アカイカ情報

(3) その他・①試験船調査結果②漁況、海況のトピックス ③魚の生態

豆知識 ④漁海況長期予報 ⑤漁場形成予測

3 対象魚種 (15種)

(1 ) スルメイカ (2)アカイカ (3)ヤリイカ (4)ブリ (5)マグロ (6)イワシ (7)サパ (8)タイ

(9)サケ同サクラマス白1)ウスメバル問イカナゴ仰マダラ凶ハタハ夕 日アブラツノザメ

4 対象漁業および水域

l 

2 

3. 

4 

(1)定置網 (2)釣 (3)延縄 (4)刺網 (5)底曳網 (6)旋網及びその他の沿岸漁業で、対象水域は本県

漁船の出漁海域

データ収集方法

毎 日 収集(1)試験船調査結果(無線-3隻)

(2)標本船の操業データ(無線ーいか釣30隻)

3 日 間隔(1)衛星画像 (GJ S Cから FAX)

5 日 間隔(1)県内漁況(電話-12漁協)

(2)県外漁況(電話一県外水試及び漁協5-6ケ所)

不 定 期 (1)その他の漁海況データ

データ処理方法

1 衛星画像

海面温度分布をスグリ ントーン張付によって表示

2. 沖合の海況

(1 )各県水試観測データから水温分布図作成
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，2) G J S C漁海況速報の表面水温分布を利用
(3)衛星画像水温を利用

3. 沿岸定置水温現況値、前年差、平年差

4 県内漁況

日別水揚を集計L、5日毎に漁協別、漁業別、魚種別に表示、月]回累積漁獲量を掲載 (4年

間分について)

5. 県外漁況

日別水揚を 5日毎に集計

6. そ の 他一試験船、標本船の操業データを加工

<情報作成工程>

以上の作業→記事作成→原稿タイブ打ち→謄写ファックス→輪転機→出来上り

漁業者への提供方法

郵送主体 (94ケ所 114部)であるが、ファックスでも送信している。

情報提供実績

昭和ω年度中に漁業者などに提供した情報は、表 1のとおりである。

表 1 情報項目と涼報 (1~67号)に掲載 Lた回数

情報区分 情 報 項 日 l回数 比率

海 況 ①人工衛星情報 28回 42 % 

(定期情報) (玄表面水温 38 57 

⑨下層水面 16 24 

⑧定置水温 67 100 

漁 況 ①県内水揚情報 67 !100 

(定期情報) (2)県外水揚情報 66 99 

③スルメイカ、アカイカ分布 54 81 

i④試験船調査結果 25 37 

話題その他|①漁海況トピックス 31 46 

(不定期) ③魚の生態豆知識 31 46 

③漁海況長期予報 5 7 

④主要魚種累積漁獲量 23 34 

漁業者の評価

との情報が漁民全体に認知されるところに初年度の目標をおいたが、 10ヶ月経過時点(1月末)

で行なったアンケ ト調査結果では、漁業者から次のような評価を得ている。(400人のうち 387
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人回答)

1 ウオダス漁海況速報を発行Lているのを知っていますか。

日 本 海 津軽海峡 陸 奥 湾 太 平 洋 計

イ 知っている 52人(71%) 82人(69%) 66人(61%) 67人(76%) 267人( 69 %) 

ロ 知らない 21人(29%) 36人(31%) 42人(39%) 21人(24%) 13)人( 31 %) 

五十 73人 118人 108人 88人 387人

2 どんな方法で知りましたか。

日本海l津軽海峡 陸奥湾 太平洋 計

打同両J71人
ト一一一一。 3人(4 %) 11人(4%) 

ロ 漁協へ行って知った 41人(79%)1 64人(78%) 55人(835も) 42人(63%) 3)2人(76%) 

ハ新聞、テレビで知った 山 6%)14人(5%) 6人(9%) 7人(10%) 3)人(7%) 

い「普及員か三らF聞いて知勺7た|-3人(6%)111人(13%) 5人(85も) 15人(22%) 34人(13%) 
←-

2人 I82人 66人 67人 267人

3 どのくらい利用していますか。

H 本 %%9も梅)))l i!l5r26f15人人人軽(((62677お%%%峡)〕)|i 1l酔4I4B 4 奥 樗

太平洋 計

イ 毎回見ている 12人(23 人 (36%) 16人 (24%) 63人(24%) 

ロ ときどき見ているlu人 (65 人 (62%) 46人 (69%) 179人(67%) 

ハ ほとんど見ない 6人 (12 人(2%) 5人(75も) 25人(9 %) 

計 52人 I 82人 66人 67人 267人

4 との速報があなたにとって役に立っていますか。

日 本海 津軽海峡 陸奥湾 太平洋 計

イ 役に立った 17人(349も) 31人(39%) 24人(36%) 22人(33%) 94人(36%) 

ロ 参考程度になった I 31人(62%) 48人(60%) 41人(62%) 43人(64%) 163人(62%) 

ノ、 役に立たない 2人(4%) 1人(19も) 1人(2%) 2人(39も) 6人(2%) 

I 50人 80人 66人 67人 263人

5. 内容は何が一番役に立っていますか。

日 本海 津軽海峡 陸奥湾 太平洋 言十

イ 定 置 水 温 8人(6 5も) 3)人(115も) 13人(12%) 14人 (1::>%) 55人 (10%) 

ロ 沖 l口L 水 温 16人(13%) 25人(14%) 35人(335も) 14人 (129ら) 90人 (17%) 

ノ、 人 工 衛 星 6人(5 %) 6人(39も) 12人(115も) 5人(49ら) 29人(5%) 

一 県 内 漁 況 27人(21%) 50人(27%) 33人(31%) ~2人 (27%) 142人 (26%) 

ホ 県 外 漁 況 15人(12%) 12人(7%) 1人(1 %) 7人(6%) 35人(6%) 

-"-.. 日本海スルメイカ 27人(219も) 31人(179も) 1人(1 %) 12人 (10%) 71人 (139も)

ト 太平洋スルメイカ・アカイカ 13人(10%) 17人(99も) 。 9人(89も) 39人(7%) 

チ 魚 の 生 態 。 4人(2%) 7人(7%) 6人(5%) 17人(39も)

リ ト ヒ ツ ク ス 3人(2 %) 4人(2%) 4人(49ら) 9人(8%) 3)人(49も)

ヌ 試 験 船 9人(7 9も) 6人(3%) 。 5人(4%) 3)人(4%) 

ノレ 累 積 漁 獲 量 4人(3 %) 9人(5%) 1人(1 %) 7人(69も) 21人(4%) 

Z十 128人 184人 107人 13)人 539人
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6 今後も必要と思いますか。

日 本 海 津軽海峡 陸 奥 湾 太 平 洋 五十

イ 引き続き利用 37人(73%) 64人(73%) 47人(71%) 50人(75%) 198人 (73%) 

ロ これから利用 13人(25%) 22人(25%) 17人(26%) 16人(249も) 68人 (25%) 

ハ必要でない 1人(2%) 2人(2%) 2人(3%) 1人(19も) 6人(29も〕

言十 51人 88人 66人 67人 272人

7. 発行期間について

日 本 海 津軽海峡 陸 奥 湾 太 平 洋 言十

イ 今までどおり 32人(65%) 50人(60%) 36人(55%) 47人(71%) 165人 (63%) 

ロ 2-3日間隔 7人(14%) 24人(29%) 6人(99も) 2人(3%) 39人(15%)

ノ、 週 報 8人(16%) 8人(10%) 17人(269も) 15人(239も) 48人 (18%) 

一 旬 報 2人(4%) 1人(1 %) 6人(9%) 2人(3%) 11人(4%) 

言十 49人 83人 65人 66人 263人

8. 漁業者の種類

日 本 海 津軽海峡 陸 奥 湾 太 平 洋 言十

イ イ カ 釣 27人(32%) 52人(299も) 。 32人(30%) 111人 (21%) 

ロ 大型定置 3人(4%) 1人(1 %) 。 。 4人(1 %) 

ノ、 小型定置 19人(22%)l 24人(13%) 33人(22%) 11人(10%) 87人 (17%) 

一 東j 網 19人(22%) 20人(11%) 31人(21%) 31人(30%) 101人 (19%) 

ホ 延 縄 6人(7%) 19人(11%) l人(1 %) 2人(2%) 28人(59も)

"'" 釣 7人(89も) 45人(259も) 。 8人(8%) 60人 (12%) 

ト 増 養 殖 1人(1 %) 6人(39も) 68人(46%) 6人(6 '1ら) 81人 (16%) 

チ 底 曳 網 。 2人(1 %) 11人(7%) 1人(1 %) 14人(3%) 

リ そ の 他 3人(4%) 10人(6%) 5人(3%) 14人(13%) 32人(6 '1も)

計 85人 179人 149人 105人 518人

9.年令

日 本 海 津軽海峡 陸 奥 湾 太 平 洋 E十
イ 10 代 。 。 1人(1 %) 。 I人(0%) 

ロ 20 代 6人(8'1ら) 7人(6 '1も) 18人(17%) 4人(5%) 35人(9%) 

ノ、 30 代 19人(26%) 39人 (369も) 23人(21%) 19人(22%) 100人 (26%) 

一 40 イそ 25人(34%) 27人 (25%) 31人(29%) 19人(22%) 102人 (27%) 

ホ 50 以 上 23人(32%) 36人 (33%) 35人(32%) 46人(529る) 140人 (37%)

言十 73人 109人 108人 88人 378人
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10 今後どのような内容のものを望みますか。

(1) 短周期の漁況と海況の見通しを知らせてほしい。(イカ釣、大型定置、底建網)

(2) 漁場位置を図に示して詳細に知らせてほしい。(イカ釣)

(3) 人工衛星の潮境の位置の情報をもっと多くしてほしい。また沿岸域の拡大した水塊配置の画

像をのせてほしい。(イカ釣、底建網〕

(4) 県内および県外の漁況J情報を更にくわしく、海況については底層水温も多くのせてほしい。

(刺網、イカ釣)

(5) 外海にもブイロボットを設置してほしい(釣、イカ釣、小型定置〕

(6) 県内、県外の海草、貝類の水揚情報ものせてほしい。(増養殖)などの要望があった。

問題点および今後の課題

1 海況については、衛星画像の入手が意外に困難で(雲のため)、また調査船による下層水温デ

ーターの入手も少ない。即ち短周期の海況情報作成のためのデ タ入手基盤が弱く問題である。

また、沿岸域の予測をどのように組み立てて行けばよいのか、研究を要する課題である。

2 一方、海況の予測と併行して漁況予測を考慮して行かなければならないが、資源水準を予測す

るための漁獲統計資料が整備されていないことや、対象とする魚種の知見が乏しいことが問題で

ある。また、ある魚種の資源水準が予測されても、魚、期の遅速、好漁場がどの海域に形成きれる

か、そして海況の変動に応じて魚群の動きがどうなるかというようなことまで予測する必要があ

り、今後、海況と漁況の関連を一層明らかにするため、研究体制の充実を図る必要がある。
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